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Pylons プロジェクトドキュメント

Pylons プロジェクトでは、 Pyramid Web フレームワークとその他の Pyramid と
共に使われることを意図したパッケージをメンテナンスしています。
ここは、それらすべてのプロジェクトのためのドキュメンテーション用のホームです。


ドキュメントインデックス

Pylons プロジェクト内のサブプロジェクトのためのドキュメンテーションソースが
以下に列挙されます。



	Pyramid ドキュメント

	Pylons ドキュメント

	ライブラリパッケージドキュメント








サポート

Pylons プロジェクトに関係した開発上の質問は、 pylons-discuss メーリング
リスト [http://groups.google.com/group/pylons-discuss/] 上で議論されます。

IRC 上では、 Pylons 開発者なら誰でも Freenode IRC [http://freenode.net/] ネットワーク上の #pylons チャンネルが利用可能です。


サポートの賢い使い方

メーリングリストや IRC で技術的な質問をする前に、次のことを試してください
(Before You Ask [http://www.catb.org/~esr/faqs/smart-questions.html#before] の言い換えです):


	マニュアルを読むことで答えを見つけようとしてください。

	メーリングリストのアーカイブを検索して答えを見つけようとしてください。

	ウェブ検索をして答えを見つけようとしてください。

	調査または実験によって答えを見つけようとしてください。

	プログラマである場合は、ソースコードを読むことにより答えを見つけ
ようとしてください。



これらの手段を尽くした後であれば、 Pylons-devel メーリングリストや
#pylons IRC チャンネルに質問をすることは完全に適切です。質問をする場合、
上記の努力から何を学習したか説明してください。それによって開発者が
あなたの質問に素早く答えることに集中できるでしょう。さらに、問題を容易に
再現可能なコードまたは設定の断片を提供することができれば、それは恐ろしく
助けになります。






FAQ

Pylons 1 から来た Pylons ユーザあるいは repoze.bfg ユーザにとっては、
新しい中核パッケージへの変更は今後の進み方、すなわちそれが既存の
アプリケーションにとって何を意味するかに関して、いくつか疑問が生じる
かもしれません。



	Pylons プロジェクト FAQ

	Pyramid FAQ








ポッドキャスト

Pylons ポッドキャストを購読してください。 Pylons ポッドキャストは、
Pylons プロジェクトの開発者からの一連のオーディオ・ポッドキャストです。
以下のフィード URL を使用して iTunes や Rhythmbox (あるいはお好きな
オーディオクライアント) で購読するか、あるいは個別にポッドキャストを
聞くことができます。

Feed URL (RSS/iTunes) [http://static.repoze.org/casts/pylons.xml]



	Podcasts








プロモーション

Pylons プロジェクトと関連技術、あるいはあなた自身の仕事をプロモーション
したければ、私たちのツールを使ってください。



	Official Pylons Project Logos

	Pyramid Badges

	Pylons Project Desktops








プロジェクトへの貢献

Pylons プロジェクトは貢献者を歓迎します。 Pylons プロジェクトがどのよう
に機能しているか、貢献者に期待されるコーディングスタイル、順守してもら
いたいコミュニティ標準に関する次のドキュメンテーションを読んでください。



	コミュニティ行動規範

	ソースコードとドキュメンテーションの寄稿

	コーディングスタイルと標準

	単体テストガイドライン

	機能の追加とバグの取り扱い

	Pyramid アドオンと開発環境のガイドライン








否定声明

心配いりません。これらのことはどれも実際には真実ではありません。誓って!



	Pyramid Denials
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Pyramid ドキュメント


Getting Started

あなたが Pyramid を使い始めたばかりなら、今すぐにスピードアップするため
のリソースがあります:


	FAQ をチェックしてください。

	最小の Pyramid ウェブアプリケーションを知るために、
はじめての Pyramid アプリケーションの作成 [http://docs.pylonsproject.jp/projects/pyramid-doc-ja/en/latest/narr/firstapp.html] (英語) をチェックしてください。

	Pyramid をセットアップする方法が知りたければ、 インストールガイド [http://docs.pylonsproject.jp/projects/pyramid-doc-ja/en/latest/narr/install.html] を試してみてください。

	Pyramid ウェブアプリケーションがどのように作られるかの感触を得るためには、
単一ファイルタスク・チュートリアル [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid_tutorials/en/latest/single_file_tasks/single_file_tasks.html]
(英語) を見てください。

	実例による学習が好みですか? Wiki チュートリアル [http://docs.pylonsproject.jp/projects/pyramid-doc-ja/en/latest/tutorials/wiki2/index.html]
をやってみましょう。

	助けが必要?  サポート を見てください。






主要ドキュメント


	Pyramid ドキュメント 1.4 -
Pyramid のマニュアルと API ドキュメント (最新の alpha/beta リリース)。

	Pyramid ドキュメント 1.3 -
Pyramid のマニュアルと API ドキュメント (現在の安定リリース)。

	Pyramid documentation 1.2 [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid/en/1.2-branch/] (英語) -
Pyramid バージョン 1.2 のマニュアルと API ドキュメント。

	Pyramid documentation 1.1 [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid/en/1.1-branch/] (英語) -
Pyramid バージョン 1.1 のマニュアルと API ドキュメント。

	Pyramid documentation 1.0 [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid/en/1.0-branch/] (英語) -
Pyramid バージョン 1.0 のマニュアルと API ドキュメント。

	Pyramid development documentation [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid/en/master/] (英語) -
Pyramid のマニュアルと API ドキュメント (開発中のバージョン)。

	Pyramid チュートリアル [http://docs.pylonsproject.jp/projects/pyramid_tutorials-doc-ja/en/latest/] には
Pyramid のチュートリアルが集約されています。

	The Pyramid Cookbook は
Pyramid の実用的な利用方法をトピック別にまとめたものです。
cookbook は未完成です。






Pyramid アドオンドキュメント

Pyramid はアドオンによる拡張をサポートしています。以下のアドオンは
Pylons プロジェクトによって公式にサポートされ、ドキュメントもこの場所で
公開されます。


	pyramid_beaker [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid_beaker/en/latest/] (英語): Beaker session バックエンド
プラグイン。
	メンテナー: Ben Bangert, Chris McDonough

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/pyramid_beaker








	pyramid_debugtoolbar [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid_debugtoolbar/en/latest/] (英語), インタラクティブ
HTML デバッグツールバー。
	メンテナー:  Chris McDonough, Blaise Laflamme

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/pyramid_debugtoolbar








	pyramid_exclog [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid_exclog/en/latest/] (英語),
Pyramid アプリケーションで発生した例外を記録するパッケージ。
	メンテナー:  Chris McDonough

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/pyramid_exclog








	pyramid_handlers [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid_handlers/en/latest/] (英語):
Pylons スタイルの「コントローラ」を Pyramid で実現するパッケージ。
	メンテナー: Ben Bangert, Chris McDonough

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/pyramid_handlers








	pyramid_jinja2 [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid_jinja2/en/latest/] (英語):
Jinja2 [http://jinja.pocoo.org/] (日本語訳 [http://ymotongpoo.appspot.com/jinja2_ja/index.html]) に対応したテンプレートレンダラー。
	メンテナー: Rocky Burt

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/pyramid_jinja2








	pyramid_jqm [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid_jqm/en/latest/] (英語),
Pyramid で jQuery Mobile アプリを開発するための scaffold。
	メンテナー:  Chris McDonough

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/pyramid_jqm








	pyramid_layout:
UI レイアウト管理のための Pyramid アドオン。
	メンテナー: Chris Rossi, Paul Everitt, Blaise Laflamme

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/pyramid_layout








	pyramid_ldap [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid_ldap/en/latest/] (英語),
Pyramid 用の LDAP 認証ポリシー。
	メンテナー:  Chris McDonough

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/pyramid_ldap








	pyramid_mailer [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid_mailer/en/latest/] (英語):
Pyramid フレームワークで電子メールを送信する際の苦痛を取り除くパッケージ。
	メンテナー:  Dan Jacobs, Chris McDonough

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/pyramid_mailer








	pyramid_rpc [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid_rpc/en/latest/] (英語):
Pyramid の RPC サービスアドオンです。 pyramid_xmlrpc より拡張可能な方法で XML-RPC をサポートします。
JSON-RPC および AMF もサポートしています。
	メンテナー: Michael Merickel, Ben Bangert

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/pyramid_rpc








	pyramid_tm [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid_tm/en/latest/] (英語):
Pyramid アプリケーションのための集約型トランザクション管理 (ミドルウェア未使用)。
	メンテナー: Rocky Burt

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/pyramid_tm








	pyramid_who [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid_who/en/latest/] (英語):
repoze.who 2.0 API を使った Pyramid のための認証ポリシー。
	メンテナー: Chris McDonough, Tres Seaver

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/pyramid_who








	pyramid_xmlrpc [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid_xmlrpc/en/latest/] (英語):
Pyramid 用の XML-RPC アドオン。
	メンテナー: Chris McDonough

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/pyramid_xmlrpc








	pyramid_zcml [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid_zcml/en/latest/] (英語):
Pyramid 用の Zope Configuration Markup Language 設定のサポート。
	メンテナー: Chris McDonough

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/pyramid_zcml








	pyramid_zodbconn [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid_zodbconn/en/latest/] (英語):
Pyramid 用の ZODB データベースコネクション管理。
	メンテナー: Chris McDonough, Chris Rossi

	バージョン管理:  https://github.com/Pylons/pyramid_zodbconn










Pyramid 開発環境ドキュメント

開発環境は、コアとして Pyramid を使用するものの、異なるサービスおよび
scaffold を提供するパッケージです。各々の開発環境はユーザに一揃いの
主義主張と「個性」を提示します。開発環境のユーザは依然として Pyramid
コアによって提供されるすべてのサービスを利用することができますが、通常は
開発環境自体によって提示された、より焦点を絞った主義主張のセットにガイド
されます。開発環境はしばしば Pyramid コア以上に依存性を持つことがあります。


	Khufu Project [http://khufuproject.github.com/] (英語):
Khufu (クフ) は Pyramid のためのアプリケーション scaffold で、
Jinja2 と SQLAlchemy を使う環境を提供します。
	メンテナー: Rocky Burt

	バージョン管理: https://github.com/khufuproject
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Pylons ドキュメント


主要ドキュメント


	Pylons documentation 1.0 [http://docs.pylonsproject.org/projects/pylons-webframework/en/latest/] (英語):
公式の Pylons ドキュメント。

	Definitive Guide to Pylons [http://pylonsbook.com/] (英語):
Apress から出版された Pylons 本 (著: James Gardner) のフリー HTML 版。
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ライブラリパッケージドキュメント

以下のパッケージは Pylons プロジェクトの GitHub organization リポジトリ
内にホストされ、公式にサポートされますが、 Pyramid アドオンではありません。


	WebOb [http://webob.org] (英語), WSGI リクエスト/レスポンス ライブラリ
	メンテナー:  Sergey Schetenin

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/webob








	colander [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/] (英語),
シリアライズ/デシリアライズ/バリデーションライブラリ。
	メンテナー:  Chris McDonough

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/colander








	deform [http://docs.pylonsproject.org/projects/deform/en/latest/] (英語):
HTML フォームライブラリ。
	メンテナー:  Chris McDonough

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/deform








	peppercorn [http://docs.pylonsproject.org/projects/peppercorn/en/latest/] (英語),
トークンのストリームをシーケンス、マッピング、スカラーで構成された
データ構造へと変換するライブラリ。元々は HTTP フォーム形式のデータを
よりリッチなデータ構造に変換するために開発されました。
	メンテナー:  Chris McDonough

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/peppercorn








	translationstring [http://docs.pylonsproject.org/projects/translationstring/en/latest/] (英語),
Pylons プロジェクトの様々なソフトウェアで使われている国際化ライブラリ。
	メンテナー:  Chris McDonough

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/translationstring








	venusian [http://docs.pylonsproject.org/projects/venusian/en/latest/] (英語),
フレームワーク作者がデコレータアクションを遅延させるのに有用なライブラリ。
	メンテナー:  Chris McDonough

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/venusian








	webhelpers [http://docs.pylonsproject.org/projects/webhelpers/en/latest/] (英語),
Python ウェブ・ヘルパーのライブラリ。
	メンテナー:  Ben Bangert, Mike Orr

	バージョン管理: https://bitbucket.org/bbangert/webhelpers








	Waitress [http://docs.pylonsproject.org/projects/waitress/en/latest/] (英語),
UNIX と Windows 上の Python 2 および Python 3 で動作する WSGI サーバー。
	メンテナー:  Chris McDonough

	バージョン管理: https://github.com/Pylons/waitress
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Pylons プロジェクト FAQ


「Pylons プロジェクト」は Pylons ウェブフレームワークとどのような関係がありますか?

Pylons プロジェクトは、Python におけるウェブアプリケーションフレームワーク
技術を開発するために、Pylons ウェブフレームワークをバックアップする人々
によって設立されました。単一のウェブフレームワークにフォーカスするので
はなく、 Pylons プロジェクトは関連技術のコレクションを開発します。

Pylons プロジェクトから生まれる最初のパッケージは Pyramid ウェブフレーム
ワークになります。他のパッケージは、時間とともにコレクションに加えられる
でしょう。例えば、特別な永続化メカニズムに依存する (Pyramid はしません)、
より高いレベルのコンポーネント、アプリケーションおよび他のフレームワーク
が含まれます。 Ben Bangert (Pylons ウェブフレームワークプロジェクトの
リーダー) は、既に中核ウェブフレームワークの上のレイヤーを開発しようと
しています。

「Pylons プロジェクト」は、 Pylons ウェブフレームワークと共有するコアと
なる価値観 (ethos) を反映するために選ばれました: 異なるプロジェクトから
の最良の部分を組み合わせる総合的な努力。




なぜ単純に Pylons 1.0 コードベースの開発を続けなかったのですか?

不運にも、 Pylons 1.0 のコードベースは、柔軟性と拡張性の臨界点に達しま
した。 サブクラス [http://be.groovie.org/post/1347858988/why-extending-through-subclassing-a-frameworks]
の使用、広範囲で使用され、時に混乱の原因となる Stacked Object Proxy
グローバル変数の使用、そして設定構成の問題により、既存の Pylons
コアに対するリファクタリングや再設計の試みは、うまくいきませんでした。

数か月もの間 Pylons コアセクションを書き直す本格的な試みがなされました。
Pylons ユーザが既存のアプリケーションを移植するのに大変な努力を注ぐ
必要があること、そして Pylons 2 がますます repoze.bfg と似てきたこと
を理解した後で、開発の継続は開発努力の浪費に見えました。

Ben Bangert は、 Chris McDonough と共に repoze.bfg のルーティング機能
をスタンドアローンの Routes [http://routes.groovie.org] プロジェクトと
同等になるように協力を始めました。さらに開発を続けるうちに、2つのプロジェクトが
多くのことを共通に持っていることが分かってきました。そして、開発者達は
BFG 上に Pylons 2 を構築することから、完全合併の方向へとシフトしました。




Pylons ウェブフレームワークにとって Pylons プロジェクトは何を意味しますか?

Pylons ウェブフレームワーク 1.x ラインのメンテナンスは続けられます
(ただし改善はされません)。私たちは、 Pylons 1.x アプリケーションと
Pyramid アプリケーションを同一インタープリタ内で動作させることを可能にする
パッケージを提供するつもりです。 Pylons スタイルのウェブアプリケーション
開発の未来は Pyramid です。さらに 私は Pylons 1.0プロジェクトを Pyramid に移植すべきですか? を参照してください。




repoze.bfg にとって Pylons プロジェクトは何を意味しますか?

Pyramid のコードベースは、ほとんど完全に repoze.bfg に由来します。
Pylons 互換性のためにいくつかの変更が行なわれましたが、
repoze.bfg を使って開発していた人は、 Pyramid は非常に馴染みがある
と分かるでしょう。 repoze.bfg と、哲学的に類似した Pylons フレーム
ワークの合併により、両者は劇的に拡大した聴衆を獲得します。




Repoze プロジェクトにとってこれは何を意味しますか?

Repoze プロジェクトは存在し続けます。 Repoze はそのオリジナルの焦点を
回復することができるでしょう: Zope 技術を WSGI にもたらすこと。 BFG それ
自身のウェブフレームワークとしての人気は、このゴールの妨げとなっていま
した。




なぜ私は Pylons プロジェクトのことを気にしなければならないのですか?

これは実際によい質問です。私たちは、人々が最初はものごとの精神によって
引きつけられることを期待しています。小さな主権を犠牲にし、ともに働くことは
謙遜を必要とします。その反対、プロジェクトの分岐あるいは分裂は、オープン
ソースの世界においてはるかにより一般的です。私たちはあたかも、「一流の
Python ウェブフレームワーク」の空間には限られた量の酸素があり、混雑
によっては Python コミュニティに利益をもたらさない、と感じています。

私たちは Python ウェブフレームワークの初期からの経験を持つプロジェクト
リーダーのグループです。古典的問題に最新のアイデアを持ち込むつもりです。
私たちは、苦労して手に入れた多くの成熟を、開発者と会社が賭けることので
きる開発の安全な選択に組み合わせることを望んでいます。これを、想像できる
すべての愚かな決定から生存することにより獲得された謙遜および不遜
(irreverence) と結び付けてください。そうすれば、開発者チームのための
よい基礎を持っています。




Pylons プロジェクトはなぜ他のプロジェクトと異なるのですか?

私たちのマントラは次のとおりです: 「小さい、文書化された、拡張可能な、
テストされた、安定している、速い、フレンドリー」。 Pyramid に始まって
後の “batteries-included” プロジェクトで開発したいと思っているバッテリー
に至るまで、私たちが行うことはすべて、これらの特質を保持するべきです。




「フレンドリー」とはどういう意味ですか?

私たちは皆、何度も経験を積んでいます。様々なコミュニティを見てきました。
良いコミュニティも悪いコミュニティも、活発なコミュニティも機能障害の
コミュニティも、傲慢なコミュニティも不遜なコミュニティも。私たちは、
建設的に聞くこと、真実を述べること(それによって自分たちが悪く見える場合
でも)、間違っていた場合にそれを認めること、そして実際に手助けが好きな
多くの人々を引きつけていることに誇りを持っています。




Zope と Plone にとって Pylons プロジェクトは何を意味しますか?

repoze.bfg の人々は Zope と Plone の世界から来ました。例えば、 Paul は
Zope の共同創立者で、 NIST の第1回 Python 会議にいました。 Zope は最初
のサイクルで大成功をおさめました。いくつかの本当に斬新な考えと、大きな
商用エコシステムを持っていました。 Plone は、さらに大きなエコシステム
と明白な out-of-the-box 価値命題を持ち、次のサイクルでそれに続きました。

その時以来、サイクルは動き続けました。また、フォーカスは他のプロジェク
トに移りました。私たちは Zope のルーツ、Zope 財団および Plone 財団を設
立するのを支援することで得た経験、非常に大規模なプロジェクトに対するコ
ンサルティングの経験を愛しています。しかし、私たちはこれらの経験を活か
して最近のサイクルの明らかな勝者のうちの一つである Pylons と一緒に新た
にスタートをしたいと思っています。次のサイクルに関わるために。

Zope と Plone を使っていて、それらの標的 (bulls-eye) に適合するプロジェクト
を持っている場合は、それを使用してください。もし、代替的なニーズに使え
るアイデアを持っている場合は、私たちが行っていることに注目していてくだ
さい。




どのように参加すればよいですか?

google groups の Pylons-discuss や Pylons-dev メーリングリストに参加す
るか、 freenode.net の #pylons IRC チャンネルに参加してください。




コードはどこですか?

https://github.com/Pylons
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Pyramid FAQ


Pyramid と Pylons ウェブフレームワークの違いは何ですか?

Pyramid は新しいウェブフレームワークです。それは Pylons 1.0と「DNA を
共有しません」。
Pylons 1.x ウェブフレームワークは Pylons プロジェクトによって無期限に
メンテナンスされます。いずれは Pyramid への容易な移行を目的とした Pylons
1.1 のリリースがあるかもしれません。しかし、2011年1月31日の
Pyramid 1.0 のリリース時点で、 Pylons ウェブフレームワークは事実上の
「レガシー」ステータスに変更されました。

既存の Pylons 1.0 コードは、 Pyramid の「内部で」
fallback ハンドラを使って既存の Pylons アプリケーションにリクエストを
送ることで実行できるでしょう。fallback ハンドラ内で実行される場合、
Pylons 1.0 アプリケーションは Pyramid に断片的に移植されるかもしれません。
個々のそれぞれの機能が Pyramid コードに翻訳される間、 fallback アプリ
ケーションはまだ移植されていない機能性を扱い続けるでしょう。




私は Pylons 1.0プロジェクトを Pyramid に移植すべきですか?

Pyramid 1.0 は2011年1月31日にリリースされました。

Pylons から Pyramid への移行ガイドのドラフトリリースは
https://bytebucket.org/sluggo/pyramid-docs/wiki/html/migration.html で
利用可能です。
Pylons ユーザのための Pyramid ガイドは
http://docs.pylonsproject.jp/projects/pyramid_cookbook-ja/en/latest/pylons/index.html
で利用可能です。

数人の Pylons ユーザから、小さなアプリケーションをあまり苦労せずに移植
したという報告を聞きました。より大きな Pylons アプリケーションについて
は、移植を試みる前に移行ガイドドキュメントが非ドラフトステータスに達す
るのを待った方が良いでしょう。

しかしながら、後で Pyramid への移植を楽にするために今できることが多少
あります:


	Pylons グローバルオブジェクトの使用は、アクションメソッドの中で直接
使う場合を除き、避けてください。 self._py_object.request が実装され
るまでは、それらにアクセスする他の良く知られた方法はありません。

Pylons グローバルオブジェクトとは、 pylons からインポートされる
‘request’, ‘session’, ‘cache’, ‘response’, ‘tmpl_context’,
‘config’, ‘url’ オブジェクトのことを指します。

これは、さらに Pylons アプリの外側 (コマンドラインスクリプト) で
ドメインモデルを使用する能力に影響します。ドメインモデルは動作のため
に Pylons グローバルに依存すべきではありません。また、ドメインモデル
のクラスメソッドに Pylons グローバルを渡すべきではありません。モデル
が必要とする単なるデータを含む変数を渡してください。






	すべてのルーティングが明示的かつ名前を持っていることを確認してください。
Pyramid のルーティングはすべて (ユニークに) 名前を持たなければならず、
最小化は利用できません。



あなたの Pylons アプリが既にこのようにセットアップされていれば、ドメイン
モデルはおそらく変更の必要は全くないでしょう。テンプレートは多少の変更
を必要とするかもしれません。また、コントローラーはいくつかの変更が必要
でしょう。




Pyramid と repoze.bfg の違いは何ですか?

Pyramid は以下の点を除き repoze.bfg そのもの です:


	新しい名前とインポート位置の新しいセット

	Pylons 1.0 ユーザの期待に合わせた少数の追加機能



既存の repoze.bfg アプリケーションを Pyramid へ移植するためには、変更は
やはり必要ですが、ほとんどの移植プロセスを自動化することは可能です。詳細は
http://docs.pylonsproject.jp/projects/pyramid-doc-ja/en/latest/tutorials/bfg/index.html
を参照してください。

参考として、 KARL という非常に大きな (> 70K 行のコード) repoze.bfg
アプリケーションは、提供された自動化を使用して30分で移植されました。

repoze.bfg 1.3 (2010年11月1日に作られました) は、その最後のメジャーリリース
になるでしょう。重大なバグフィックスのためにマイナーアップデートが作ら
れることはあります (そのため 1.3.1, 1.3.2 などがあるかもしれません)。
しかし、新機能開発は Pyramid の中で行われます。




Pyramid は他の多くの Python ウェブフレームワークとはどこが異なっているのですか?

http://docs.pylonsproject.jp/projects/pyramid-doc-ja/en/latest/narr/introduction.html#what-makes-pyramid-unique
を見てください。




Python 3 への移行は計画されていますか? それはいつですか?

Pyramid 1.3a1+ は Python 3.2 以上で動きます。それ以前のバージョンは
Python 2 でのみ動きます。
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Podcasts


Episode 1: Q&A with Ben and Chris

MP3 (length: 1:26:08, ~ 43MB) [http://static.repoze.org/casts/pylonspodcast-1-2010-12-03.mp3]

In our inaugural episode, Chris McDonough and Ben Bangert talk about Pyramid [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid/dev/index.html], pyramid_deform [https://github.com/Pylons/pyramid_deform], zc.buildout (aka “buildout”) [http://www.buildout.org/], Fabric [http://docs.fabfile.org/], WebError [http://turbogears.org/2.0/docs/modules/thirdparty/weberror.html],
repoze.profile [http://docs.repoze.org/profile/], Paste’s errorcatcher [http://pythonpaste.org/modules/exceptions.html#paste.exceptions.errormiddleware.ErrorMiddleware],
Arecibo [http://pypi.python.org/pypi/arecibo], repoze.debug [http://docs.repoze.org/debug/], Chris Davies’ Pylons-to-Pyramid porting
guide [http://cd34.com/blog/framework/pylons-1-0-to-pyramid-1-0a1/],
Cucumber [http://cukes.info/], Freshen [https://github.com/rlisagor/freshen], FormEncode [http://formencode.org/], Formish [http://ish.io], Deform [http://docs.repoze.org/deform/], ZODB [http://zodb.org], repoze.folder [http://docs.repoze.org/folder], repoze.catalog [http://docs.repoze.org/catalog], #pylons IRC channel, Paste [http://pythonpaste.org], mod_wsgi [http://code.google.com/p/modwsgi/], uwsgi [http://projects.unbit.it/uwsgi/], repoze.workflow [http://docs.repoze.org/workflow/], Colander [http://docs.repoze.org/colander/], repoze.tm2 [http://docs.repoze.org/tm2/], pyramid_routehelper [https://github.com/Pylons/pyramid_routehelper], pyramid_beaker [https://github.com/Pylons/pyramid_beaker], the Pyramid todo list [https://github.com/Pylons/pyramid/blob/master/TODO.txt], zope.sqlalchemy [http://pypi.python.org/pypi/zope.sqlalchemy], and the zope transaction [http://pypi.python.org/pypi/transaction/1.1.1] module.
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Official Pylons Project Logos

The Pylons Project logos are licensed as Creative Commons
Attribution-NonCommercial [http://creativecommons.org/licenses/by-nc/3.0/];
please link to http://pylonsproject.org/ as the attribution when using them
as an hyperlink or The Pylons Project when using as text.


Pylons logo

Online and screen use.


	PNG Pylons logo for light background

	PNG Pylons logo for dark background

	SVG Pylons logo for light background

	SVG Pylons logo for dark background



Print use.


	EPS Pylons logo for light background

	EPS Pylons logo for dark background






Pyramid Logo

Online and screen use.


	PNG Pyramid logo for light background

	PNG Pyramid logo for dark background

	SVG Pyramid logo for light background

	SVG Pyramid logo for dark background



Print use.


	EPS Pyramid logo for light background

	EPS Pyramid logo for dark background






Usage guidelines


	The logo should maintain the official logo colors (including when using
transparency and gradients).

	Any scaling must retain the original proportions.

	Additional text may not be added so that it appears to be part of
the logo.
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Pyramid Badges

Is your site or project powered or made with Pyramid? Show your support by
displaying one of these following badges.


Download all badges


	badges.zip






Pyramid badges

[image: ../_images/pyramid_105x28.png]
105x28 transparent

[image: ../_images/pyramid_105x28_white.png]
105x28 white

[image: ../_images/pyramid_105x28_black.png]
105x28 black
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[image: ../_images/pyramid_148x45_white.png]
148x45 white
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148x45 black




Powered by Pyramid

[image: ../_images/pyramid_powered_148x45.png]
148x45 transparent

[image: ../_images/pyramid_powered_148x45_white.png]
148x45 white

[image: ../_images/pyramid_powered_148x45_black.png]
148x45 black




Made with Pyramid

[image: ../_images/pyramid_made_148x45.png]
148x45 transparent

[image: ../_images/pyramid_made_148x45_white.png]
148x45 white

[image: ../_images/pyramid_made_148x45_black.png]
148x45 black
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Pylons Project Desktops

Show others you’re a Pylons Project user.


Pyramid Desktops

[image: ../_images/pyramid-desktop-320X200.jpg]
Choose a size


	Desktop 1024x640

	Desktop 1440x900

	Desktop 1680x1050

	Desktop 1920x1200






Not Built By Aliens #1

[image: ../_images/pyramid-aliens1-320X200.jpg]
Choose a size


	Desktop 1024x640

	Desktop 1440x900

	Desktop 1680x1050

	Desktop 1920x1200






Not Built By Aliens #2

[image: ../_images/pyramid-aliens2-320X200.jpg]
Choose a size


	Desktop 1024x640

	Desktop 1440x900

	Desktop 1680x1050

	Desktop 1920x1200
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コミュニティ行動規範

Pylons プロジェクトの開発者は Ubuntu Code of Conduct [http://www.ubuntu.com/community/conduct] を骨格とした普遍的な
コミュニティ行動規範に忠実に従うように心がけています。 Pylons
プロジェクトの下で貢献や対話を行う誰もがこの行動規範に従ってくれれば
大変幸いです。

(訳注: この文書の翻訳は Ubuntu Japanese Team による Ubuntu 行動規範 [http://www.ubuntulinux.jp/community/conduct] を参考にしています。
この翻訳のライセンスは クリエイティブ・コモンズ 表示 - 継承 3.0 一般ライセンス [http://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/deed.ja] に従います。)


他者を思いやれ

あなたの成果物は他の人たちによって利用され、あなたも他の人たちの成果物
に依存しています。あなたが行う決定はユーザーや仲間に影響を与えます。
私たちは、あなたが決定を行う際に、それがどのような結果をもたらすか考慮する
ことを期待します。例えば、機能凍結状態にあるときには、重要なシステム
ソフトウェアの劇的に新しいバージョンをアップロードしないでください。
これは、他の人々が凍結されたシステムをテストしていて、大きな変更を期待
していないからです。




他者を尊重せよ

Pylons コミュニティとそのメンバーは、お互いに敬意をもって対応します。
誰でも Pylons に有益な貢献を行うことができます。私たちの意見は常に一致
するとは限りませんが、意見の不一致を振る舞いや礼儀の悪さの言い訳にしては
なりません。私たちの誰もが時々は何らかの不満を経験するかもしれませんが、
その不満が個人攻撃に向かうのを看過することはできません。人々が不愉快や
脅威を感じるコミュニティは生産的なコミュニティでないことを肝に銘じて
おくべきです。私たちは、 Pylons コミュニティのメンバーが、ほかの貢献者や
Pylons プロジェクトの外部の人たちや Pylons のユーザーに敬意をもって対応
することを期待します。




協力せよ

Pylons とフリーソフトウェアは協力と共同作業に関係しています。協力はフリー
ソフトウェア界において行われた作業の重複を減らし、開発されるソフトウェアの
質を高めます。他の Pylons メンテナーだけでなく、あなたの作業に関心
を持つ上流のコミュニティとも同様に協力すべきです。あなたの作業は透過的
でなければなりません。 Pylons からのパッチは、ディストリビューションが
リリースされる時でなく、それが作られた時にコミュニティに還元されるべきです。
既存の上流プロジェクトに対する新しいコード上で作業している場合、少なくとも
それらのプロジェクトに対してあなたのアイデアと進捗を定期的に知らせるように
してください。アイデアの正しい実装に関して、上流プロジェクトから、
あるいはあなたの同僚からさえ、合意を得ることはできないかもしれません。
したがって、始める前にその合意を得なければならないと感じる必要は
ありませんが、少なくとも外部の世界にあなたの作業を定期的に通知して、
外部の人があなたの成果をテストし、議論し、貢献することができるような
やり方であなたの作業を公表してください。




意見が合わないときは

他の人に相談してください。政治的あるいは技術的な意見の不一致はいつでも
起こり、 Pylons コミュニティも例外ではありません。重要なのは、意見の
不一致や異なる視点を回避するのではなく、それらを建設的に解決することです。
助言を求め、意見の不一致を解決するために、コミュニティとコミュニティ
プロセスに頼るべきです。様々なプロジェクトチームがあり、チームリーダーが
います。チームリーダーは、どの方向性が最も受け入れられやすいかをあなたが
理解する手助けをしてくれるでしょう。あなたが本当に異なる方向に行きたい場合、
可能な限り共通のコアを利用するようにして、それまでに行われた作業に基づいた
派生的な配布物またはパッケージの代替セットを作ることを推奨します。




自信がないときは

助けを求めてください。 Pylons コミュニティには何もかも知っている人など
いませんし、完璧だと思われている人もいません (もちろん BDFL を除いて)。
質問をすれば未然に防ぐことのできる問題は多いので、質問は推奨されます。
質問を受けた人たちは速やかに反応し、力になってあげてください。ただし、
質問は適切なフォーラムでするように気を付けてください。開発用メーリング
リスト上で助けを求めるような話題からずれた質問は、議論の生産性を落とします。




退任するときは慎重に

どのプロジェクトでもメンバーの出入りがあるものですが、 Pylons もそれは
同じです。全面的にせよ部分的にせよ、プロジェクトから離脱するときは、
プロジェクトへの悪影響ができる限り小さくなるように配慮することを求めます。
つまり、離脱することをほかの人たちに知らせ、ほかの人たちがあなたが中断した
地点から再開できるようにきちんとした手順を踏んでほしいということです。
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ソースコードとドキュメンテーションの寄稿

主要なプロジェクトへの実質的な貢献について、 Pylons プロジェクトでは
以下のことを貢献者に要求します:


	その公式プロジェクトに対する実質的な貢献のために提供されたコードまたは
ドキュメンテーションの半所有権 (half-ownership) の譲渡。私たちは
いずれコードの著作権を財団法人に与えることを考えているので、譲渡を
要求しています。コードの半所有権を得ることで、その時が来た場合に
私たちが許可を得るために人々を探しまわることなく確実にこれを行える
ようにします。




	貢献者が相容れないライセンスのコードをチェックインしないという保証。




	貢献者が、 contribution agreement (貢献同意書) の制約に同意していない
第三者によって彼の submission credentials (提出信任状) が使用されることを
認めないという保証。




	提出されたコードが第三者の権利を侵害 (infringe upon or violate)
しないという保証。




	貢献者が、自分が貢献しているリポジトリに対してローカルなライセンス
例外をすべて理解しているという保証。



貢献同意書への「署名」は単純です: あなたが貢献したい Pylons プロジェクト
のルートにある “CONTRIBUTORS.txt” ファイルの最後に名前と日付を加えるだけです。
最も適切なのは、 GitHub でコードを提出する時にこれを行うことです (個別の
リポジトリフォークからの pull リクエストによって、あるいは正統なプロジェクト
リポジトリへの push アクセスを持っていれば直接の push によっても)。
貢献者同意書を遵守するというあなたの意思は、あなたの名前と日付を含む
“CONTRIBUTORS.txt” ファイルへのコミットによって示されます。

「実質的な」貢献の例:


	レビューのために新機能を投稿する。

	アートワークを提供する。

	ドキュメントに新たな章を追加する。



バグ修正その他の小さな貢献については、貢献者ファイルへの署名は通常必要
ありません。しかし、特定の投稿のレビュアーは、その投稿が寄与者ファイル
への署名を必要とするかの判断をします。

以下に、現在の貢献者同意書のサンプルの全文を掲載します。

Pylons Project Contributor Agreement
====================================

The submitter agrees by adding his or her name within the section below
named "Contributors" and submitting the resulting modified document to
the canonical shared repository location for this software project
(whether directly, as a user with "direct commit access", or via a "pull
request"), he or she is signing a contract electronically.  The submitter
becomes a Contributor after a) he or she signs this document by adding
their name beneath the "Contributors" section below, and b) the resulting
document is accepted into the canonical version control repository.

Treatment of Account
---------------------

Contributor will not allow anyone other than the Contributor to use his
or her username or source repository login to submit code to a Pylons
Project source repository. Should Contributor become aware of any such
use, Contributor will immediately by notifying Agendaless Consulting.
Notification must be performed by sending an email to
webmaster@agendaless.com.  Until such notice is received, Contributor
will be presumed to have taken all actions made through Contributor's
account. If the Contributor has direct commit access, Agendaless
Consulting will have complete control and discretion over capabilities
assigned to Contributor's account, and may disable Contributor's account
for any reason at any time.

Legal Effect of Contribution
----------------------------

Upon submitting a change or new work to a Pylons Project source
Repository (a "Contribution"), you agree to assign, and hereby do assign,
a one-half interest of all right, title and interest in and to copyright
and other intellectual property rights with respect to your new and
original portions of the Contribution to Agendaless Consulting. You and
Agendaless Consulting each agree that the other shall be free to exercise
any and all exclusive rights in and to the Contribution, without
accounting to one another, including without limitation, the right to
license the Contribution to others under the Repoze Public License. This
agreement shall run with title to the Contribution. Agendaless Consulting
does not convey to you any right, title or interest in or to the Program
or such portions of the Contribution that were taken from the
Program. Your transmission of a submission to the Pylons Project source
Repository and marks of identification concerning the Contribution itself
constitute your intent to contribute and your assignment of the work in
accordance with the provisions of this Agreement.

License Terms
-------------

Code committed to the Pylons Project source repository (Committed Code)
must be governed by the Repoze Public License
(http://repoze.org/LICENSE.txt, aka "the RPL") or another license
acceptable to Agendaless Consulting.  Until Agendaless Consulting
declares in writing an acceptable license other than the RPL, only the
RPL shall be used.  A list of exceptions is detailed within the
"Licensing Exceptions" section of this document, if one exists.

Representations, Warranty, and Indemnification
----------------------------------------------

Contributor represents and warrants that the Committed Code does not
violate the rights of any person or entity, and that the Contributor has
legal authority to enter into this Agreement and legal authority over
Contributed Code. Further, Contributor indemnifies Agendaless Consulting
against violations.

Cryptography
------------

Contributor understands that cryptographic code may be subject to
government regulations with which Agendaless Consulting and/or entities
using Committed Code must comply. Any code which contains any of the
items listed below must not be checked-in until Agendaless Consulting
staff has been notified and has approved such contribution in writing.

- Cryptographic capabilities or features

- Calls to cryptographic features

- User interface elements which provide context relating to cryptography

- Code which may, under casual inspection, appear to be cryptographic.

Notices
-------

Contributor confirms that any notices required will be included in any
Committed Code.

Licensing Exceptions
====================

None

List of Contributors
====================

The below-signed are contributors to a code repository that is part of
the project named "XXX".  Each below-signed contributor has read,
understand and agrees to the terms above in the section within this
document entitled "Pylons Project Contributor Agreement" as of the date
beside his or her name.

Contributors
------------

- Wile E. Coyote, 2010/11/08
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コーディングスタイルと標準

Pylons プロジェクト配下のプロジェクトは、コーディングスタイル、テスト、
およびドキュメンテーションに関する厳格な標準を持っています。


ドキュメンテーションスタイル

すべてのプロジェクトは Sphinx [http://sphinx.pocoo.org/] を用いて
ドキュメンテーションを構築する必要があり、一貫性のため Pylons Sphinx
Theme [http://github.com/Pylons/pylons_sphinx_theme] を使用します。

Pylons テーマを使用してドキュメンテーションを構築するためには、
Sphinx の conf.py の先頭付近に次の定型文を加えてください:

import sys, os

# Add and use Pylons theme
# protect against dumb importers
if 'sphinx-build' in ' '.join(sys.argv):
    from subprocess import call, Popen, PIPE

    p = Popen('which git', shell=True, stdout=PIPE)
    git = p.stdout.read().strip()
    cwd = os.getcwd()
    _themes = os.path.join(cwd, '_themes')

    if not os.path.isdir(_themes):
        call([git,
              'clone',
              'git://github.com/Pylons/pylons_sphinx_theme.git',
               '_themes'])
    else:
        os.chdir(_themes)
        call([git, 'checkout', 'master'])
        call([git, 'pull'])
        os.chdir(cwd)

    sys.path.append(os.path.abspath('_themes'))

    parent = os.path.dirname(os.path.dirname(__file__))
    sys.path.append(os.path.abspath(parent))
    os.chdir(parent)

html_theme_path = ['_themes']
html_theme = 'pylons'
html_theme_options = {github_url:'https://github.com/Pylons/yourprojname'}





そして、この結果作られる _themes ディレクトリをバージョン管理システムの
中で無視するようにしてください。

これによってテーマを利用するプロジェクトを構築することが可能になります。
また、テーマに更新があった場合、ドキュメントが再構築される時にテーマの
変更が自動的に取得されます。


PDF 出力

docs/conf.py の中で latex_documents に以下の値を設定してください:

# Grouping the document tree into LaTeX files. List of tuples
# (source start file, target name, title, author, document class [howto/manual]).
latex_documents = [
('latexindex', 'pyramid_<project name>.tex',
'Pyramid\_<project name>',
'Author', 'manual'),
    ]





LaTeX でのエラーを防ぐため、 \_ を使用してドキュメントタイトル中の下線
をエスケープすることは重要です。

以下の行をコメントにしてください:

#latex_logo = '_static/pylons_small.png'





フォルダ pyramid/docs/_static (2つの .png ファイルを含む) と、ファイル
pyramid/docs/convert_images.sh を docs/ フォルダにコピーしてください。




ePub 出力

docs/conf.py の中で epub_exclude_files に以下の値を必ず設定してください:

# A list of files that should not be packed into the epub file.
epub_exclude_files = ['_static/opensearch.xml', '_static/doctools.js',
    '_static/jquery.js', '_static/searchtools.js', '_static/underscore.js',
    '_static/basic.css', 'search.html', '_static/websupport.js' ]










新機能コード要件

Pylons プロジェクトのすべてのパッケージで、機能を加えるために:


	その機能を (docs/ にある) API ドキュメンテーションと narrative
ドキュメンテーションの両方で文書化しなければなりません。




	その機能は、 UNIX と Windows 上の CPython 2.6 と 2.7 、および UNIX
上の PyPy で完全に動作しなければなりません。ほとんどの Pylons
プロジェクトパッケージは、今や Python 3 上で動作するか、または動作
することが期待されています; あなたがそのようなパッケージに取り組んでおり、
それが既に Python 3.2 上で動作するなら、あなたの変更の後でも
Python 3.2 の下で動作し続けなければなりません。いくつかのパッケージは
明示的に Python 2.4 あるいは Python 2.5 サポートをリストしています;
そのようなサポートが存在する場合、それを維持すべきです。ほとんどの
Pylons プロジェクトパッケージの tox.ini は、どのバージョンの下で
テストされるか示します。




	その機能はどのような特別な永続化層 (ファイルシステム、 SQL など) にも依存
してはなりません。




	その機能は不必要な依存性を加えてはなりません (もちろん「不必要な」
というのは主観的なものですが、新しい依存性は議論を要します)。



上記の必要条件は paster テンプレート依存性について緩められます。
paster テンプレートが特定のプラットフォーム上で動作しないインストール時
の依存性を持っている場合、 その (docs/ ディレクトリ内にある)
ドキュメンテーションの中ではっきりと警告が書かれていなければなりません

ある機能を既存のパッケージに加えるべきか、それとも単独のパッケージと
するのが相応しいかどうかを判断するために、遠慮なく開発者チームの誰かに
話しかけてください。




ドキュメンテーションカバレージ

あなたがバグを直し、そのバグが API または振る舞いの修正を必要とする場合、
その API または振る舞いを参照するパッケージ中のすべてのドキュメンテーション
はバグフィックスを反映して変更しなければなりません。バグを修正する、または
機能を追加するのと同じコミットの中で行われるのが理想的です。




Change Log

機能追加とバグフィックスは、一般的なスタイルで CHANGES.txt ファイル
に加えられなければなりません。 Changelog エントリは、暗号的でなく長文で
記述的であるべきです。他の開発者があなたの changelog エントリの意味を
理解できなければなりません。




テストカバレージ

コードベースは各コミットの後で 100% のテスト行カバレージを持って
いなければなりません。 python setup.py nosetests --with-coverage
によってカバレージをテストすることができます (nose と coverage
パッケージが必要です)。

一貫したやり方でコードをテストすることは困難かもしれません。テストに
関する私たちのスタイル (「ドグマ(教義)」) を開発者が学習するのを助ける
ため、テストに関する諸注意を 単体テストガイドライン に用意しています。




コーディングスタイル

すべての Python コードは PEP-8 [http://www.python.org/dev/peps/pep-0008/] スタイルガイドラインに
従ってください。空白に関するルールは緩められ、クラス間に2行の空行を
置くことは必須ではありません (そうすることはまったく問題ありませんが)。
特に 1行 80 カラムは必ず守ってください。


	単一行のインポート

このようにしてください:

	1
2

	import os
import sys







このように しないで ください:

	1

	import os, sys







1行につき1つインポートすることは、パッチを読んだり差分をコミットする
ことをより簡単にします。

単一のパッケージから数多くの名前をインポートする必要がある場合は、次の
書式を使用してください:

from thepackage import (
    foo,
    bar,
    baz,
    )










	インポート順

インポートはその起源の順で並べなければなりません。名前は以下の順で
インポートすべきです:


	Python 標準ライブラリ

	サードパーティパッケージ

	現在のパッケージの他のモジュール








	ワイルドカードインポート

あるパッケージからすべての名前をインポートしては なりません (例えば
from package import * を使用しないでください)。必要なものだけを
インポートしてください。ここで、単一行インポートも同様に適用されます。
別のパッケージからのそれぞれの名前は、別々の行でインポートしなければ
なりません。






	デフォルト引数として変更可能オブジェクトを使用しない

Python は関数/メソッドのデフォルト引数をたった一度だけ解析するので、
それらをデフォルト引数として安全に使用できないということを忘れないで
ください。

このように しないで ください:

	1
2
3

	def somefunc(default={}):
    if default.get(...):
        ...







これらのどちらかであれば構いません:

	1
2

	def somefunc(default=None):
    default = default or {}







	1
2
3

	def somefunc(default=None):
    if default is None:
        default = {}












	人々がインポート時の副作用に依存せざるをえないようにすることは極めて
推奨されません。

何らかのモジュールスコープのコードを実行するという単一の目的のためだけに
モジュールやパッケージをインポートすることを誰かに要求するコードの作成は、
極めて推奨されません。コアの中で paster テンプレートにそのようなコードを
追加することだけは許されています。そうしたことは、他のフレームワークに
よって必要とされる場合があります (例えば、 SQLAlchemy “declarative
base” クラスが登録されるためにはインポートされる必要があります)。
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単体テストガイドライン

Pylons プロジェクトは、このドキュメントの元となった Tres Seaver によって書かれた
Avoiding Temptation: Notes on using unittest effectively [http://palladion.com/home/tseaver/obzervationz/2008/unit_testing_notes-20080724]
に倣ったユニットテスト教義をかなり厳格に守っています。


Note

このドキュメントは、ほとんど排他的に 単体 テストを扱います。
結合テストまたは機能テストに対しては私たちは特別の教義を持っていません。
しかし、下記の tips の多くはその文脈でも再利用できます。




悪い単体テストを避けるための tips


	ある人々は “don’t repeat yourself” をむやみに信じてきました (drink
the KoolAid): 私たちは、ほとんどの場合にはコードの繰り返しをしないことが
美徳であることに同意します。しかし、単体テストコードはその例外です:
テストでの賢さは、テストの意図を不明瞭にし、後に起こる失敗の分析を
極めて困難にします。




	別の人々は、テストとドキュメンテーションの両方を書かないようにしたいと
望んでいます: 彼らは実際のテストの仕事をするテストケースを書こうとする
(ほとんど常に “doctest” として) 一方で、それと同時に「読みやすい」
ドキュメントを作ろうとします。



最初の動機に関連したほとんどの問題には、このドキュメントの後で十分に
取り組みます: テストモジュール間のコードの共有を拒絶することは、ほとんど
の賢さへの誘惑をなくします。残りの誘惑に対して、その対策は個別のテストを
見て次の質問をすることです:


	テストの意図は、テストケースの名前によって明確に説明されていますか?




	そのテストは、単体テストのための「規範的な」形式に従っていますか? つまり:
	テスト対象のメソッド / 関数のための事前条件をセットアップする

	最初のステップで確立された値を渡して、メソッド / 関数を一度だけ呼ぶ

	戻り値と任意の副作用に関するアサーションを行う

	それ以外には何も行わない







“don’t repeat yourself” の軸に沿って失敗するテストの修正は、通常は直裁的
(straightforward) です:


	あらゆる「汎用的な」セットアップコードを、テストケースごとのコードに
置き換える。ここで典型的なケースとして setUp メソッドの中でテストケース
クラスの self に値を格納するコードがあります: そのようなコードに対しては、
テスト単位で適切に設定されたテストオブジェクトを返すヘルパーメソッドを
使用するリファクタリングがいつでも行えます。




	テスト対象のメソッド / 関数が二度以上呼ばれる場合は、テストケースメソッドを
複製して (そして適切に改名して)、 すべての冗長な setup / アサーションを
削除する。これを、それぞれのテストケースがテスト対象を一度だけ呼ぶように
なるまで続けます。



このパターンに一致するようにテストを書き直すことには多くの利点があります:


	個々のテストケースは、テスト対象のメソッド / 関数を通るただ1つのコードパス
を特定します。これは、「100% カバレージ」の達成が、実際にそれをすべて
テストしたことを意味するということです。




	テスト対象のメソッド / 関数のためのテストケースのセットは、きわめて明確に
契約 (contract) を定義します: 追加のテストを加えることで、どんな曖昧さも
解消することができます。




	失敗したテストの分析がより簡単になるでしょう。なぜなら、その名前、
事前条件、予期される結果の組み合わせがはっきりと集中しているからです。






ゴール

ここで概説されているテストのゴールは、単純さ、疎結合 (あるいは結合がないこと)、
速度です:


	テスト対象のアプリケーション (application-under-test; AUT) をそのまま使う
一方で、テストはできるだけ単純であるべきです。

	テストを頻繁に実行することを促進するため、可能な限り素早く動作すべきです。

	テストは他のテストあるいはテストに関係ない AUT の一部との密結合を
避けるべきです。



開発者によって指定された契約によって AUT が不変であることを確認するため、
開発者はこのようなテストを書きます。この種のテストケースは、例えそれが
テストしようとする契約の説明に役立つとしても、 API ドキュメンテーション、
あるいは narrative /「動作に関する理論」ドキュメンテーションの代わりに
はなりません。また、それらはもちろんエンドユーザドキュメンテーションを
意図したものでもありません。




ルール: doctest を避ける

doctest はドキュメンテーションとテストの 両方 を提供して、一石二鳥を
達成するように思えます。実際には、 doctest を使用して書かれたテストは、
ほとんど常に貧弱なテストと貧弱なドキュメンテーションにしかなりません。


	よいテストはしばしば曖昧なエッジケースをテストする必要があります。
そして、曖昧なエッジケースに対するテストはドキュメンテーションとして
特に読んで面白いものではありません。




	doctest は「通常の」単体テストよりデバッグするのがより困難です。
通常の単体テストであれば簡単に “pdb” でステップ実行することができますが、
doctest に対してそれを行うことははるかに困難です。




	doctest は (出力された時のクラスの表現フォーマットのような)
インタープリタの実装詳細を過度に露出します。インタープリタの
バージョンを変更しただけでしばしば doctest は壊れ、バージョン間の
表現の違いを吸収するための改良が doctest を醜く脆弱にします。




	doctest は、このドキュメント中の他の多くのルールに従うことを難しくする
実行モデルを持っています。




	doctest はしばしば悪いテスト習慣 (関数呼び出しの結果を検証せずに切り取り、
テストスートにそれを貼り付ける) を促進します。






ルール: テスト対象のモジュールをテストモジュールのスコープでインポートしない

テスト対象のモジュール (module-under-test; MUT) でインポートに問題があると、
それぞれのテストケースは失敗します: インポートエラーによってテスト実行が
阻害されるべきではありません。テストランナーにもよりますが、
通常のテスト失敗に比べてインポートの問題は一目で識別することがはるかに
難しい場合があります。

例えば以下のようにするのではなく:


	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10

	# test the foo module
import unittest

from package.foo import FooClass

class FooClassTests(unittest.TestCase):

    def test_bar(self):
        foo = FooClass('Bar')
        self.assertEqual(foo.bar(), 'Bar')










このようにしてください:


	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15

	# test the foo module
import unittest

class FooClassTests(unittest.TestCase):

    def _getTargetClass(self):
        from package.foo import FooClass
        return FooClass

    def _makeOne(self, *args, **kw):
        return self._getTargetClass()(*args, **kw)

    def test_bar(self):
        foo = self._makeOne('Bar')
        self.assertEqual(foo.bar(), 'Bar')













ガイドライン: モジュールスコープの依存性を最小化する

単体テストは必要な機能の一部が存在しない環境でも実行できるようにする必要が
あります: その場合、1つ以上のテストケースメソッド (TCM) は失敗するでしょう。
あらゆる必要なライブラリーモジュールのインポートをできるだけ遅らせてください。

例えば、 qux モジュールがインポートできない場合、この例ではテストの
失敗がまったく発生しません:


	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15

	# test the foo module
import unittest
import qux

class FooClassTests(unittest.TestCase):

    def _getTargetClass(self):
        from package.foo import FooClass
        return FooClass

    def _makeOne(self, *args, **kw):
        return self._getTargetClass()(*args, **kw)

    def test_bar(self):
        foo = self._makeOne(qux.Qux('Bar'))










一方、この例は不足しているモジュールを使用する各 TCM の失敗を報告します:


	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15

	# test the foo module
import unittest

class FooClassTests(unittest.TestCase):

    def _getTargetClass(self):
        from package.foo import FooClass
        return FooClass

    def _makeOne(self, *args, **kw):
        return self._getTargetClass()(*args, **kw)

    def test_bar(self):
        import qux
        foo = self._makeOne(qux.Qux('Bar'))










いくつかの場合では、テストケース内で広く使用されるモジュール (しかし
MUT ではない!) をインポートすることは合理的なトレードオフかもしれません。
使用法のパターンを明白に理解した後で、おそらくそのようなトレードオフが
TCM の寿命の中でやがて生じることがあるでしょう。




ルール: 各テストケースメソッドは、 1つのことだけをテストする

少数の大きなテストを書こうとする誘惑を避けてください。理想的には、それぞれの
TCM は1つのメソッドあるいは関数の特定の事前条件の組み合わせに対してテストを
行います。例えば、次のテストケースはあまりにも多くをテストしようとしています:


	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

	def test_bound_used_container(self):
    from AccessControl.SecurityManagement import newSecurityManager
    from AccessControl import Unauthorized
    newSecurityManager(None, UnderprivilegedUser())
    root = self._makeTree()
    guarded = root._getOb('guarded')

    ps = guarded._getOb('bound_used_container_ps')
    self.assertRaises(Unauthorized, ps)

    ps = guarded._getOb('container_str_ps')
    self.assertRaises(Unauthorized, ps)

    ps = guarded._getOb('container_ps')
    container = ps()
    self.assertRaises(Unauthorized, container)
    self.assertRaises(Unauthorized, container.index_html)
    try:
        str(container)
    except Unauthorized:
        pass
    else:
        self.fail("str(container) didn't raise Unauthorized!")

    ps = guarded._getOb('bound_used_container_ps')
    ps._proxy_roles = ( 'Manager', )
    ps()

    ps = guarded._getOb('container_str_ps')
    ps._proxy_roles = ( 'Manager', )
    ps()










このテストはいくつかの欠点を持っています。しかし、最も致命的なのは、
あまりにも多くのこと (8つの異なるケース) をテストしているということです。

一般に TCM のプロローグは、 fixture / モックオブジェクト / 静的な値
のセットアップによって特定の事前条件の組み合わせを確立し、次にクラスを
インスタンス化するかテスト対象の関数 (function-under-test; FUT) を
インポートします。その後 TCM はメソッド / 関数を呼びます。エピローグは
結果をテストします。典型的には、戻り値あるいは1つ以上の fixture /
モックオブジェクトの状態のいずれかの検査によって行われます。

テスト対象の関数あるいはメソッドそれぞれに対する事前条件の組み合わせについて
考えることは、契約を明確にすることを助け、より単純な / クリーンな / より速い
実装の動機となるでしょう。




ルール: TCM にそれが何をテストしているかを示す名前を付ける

テストの名前は失敗レポートを見る場合の最初にして最も有用な手掛かりと
なるでしょう: 何がテストされていたかを考えるために、読者 (一番ありえるのは
あなた自身です) にテストモジュールを grep させないでください。

コメントを追加する代わりに、


	1
2
3
4
5

	class FooClassTests(unittest.TestCase):

   def test_some_random_blather(self):
       # test the 'bar' method in the case where 'baz' is not set.
       ...










テストの目的を示すために TCM 名を使用するようにしてください:


	1
2
3
4

	class FooClassTests(unittest.TestCase):

   def test_getBar_wo_baz(self):
       ...













ガイドライン: self の属性によってではなく、ヘルパーメソッドによってセットアップを共有する

テストケースクラスの setUp メソッドで不要な仕事をすることは、 TCM
同士の結合性を急激に増加させます。それは悪いこと (Bad Thing) です。
例えば、テスト対象のクラス (class-under-test; CUT) がそのコンストラクタに
引数としてコンテキストを受け取ると仮定してください。 setUp の中で
コンテキストをインスタンス化するのではなく:


	1
2
3
4
5
6
7
8
9

	class FooClassTests(unittest.TestCase):

   def setUp(self):
       self.context = DummyContext()

  # ...

   def test_bar(self):
       foo = self._makeOne(self.context)










コンテキストをインスタンス化するヘルパーメソッドを追加して、そのインスタンス
をローカルに保持するようにしてください:


	1
2
3
4
5
6
7
8

	class FooClassTests(unittest.TestCase):

   def _makeContext(self, *args, **kw):
       return DummyContext(*args, **kw)

   def test_bar(self):
       context = self._makeContext()
       foo = self._makeOne(context)










このプラクティスは、結合性を回避しながら異なるテストが異なった風に
モックのコンテキストを作成することを可能にします。さらに、コンテキストを
必要としないテストがコンテキスト作成の代価を払わないので、それはテストの
実行をより速くします。




ガイドライン: fixture を可能な限り単純にしてください

モックオブジェクトを書く場合、空のクラスから初めてください。例えば:


	1
2

	class DummyContext:
    pass










テストを実行して、依存するテストを通過させるのに必要なメソッドだけを
モックオブジェクトに加えてください。モックオブジェクトにテストを通過
させるのに必要ない振る舞いを与えないようにしてください。




フックとレジストリを賢く使ってください

アプリケーションが既にプラグインまたはコンポーネントを登録できるように
なっている場合は、モックオブジェクトを挿入するためにその事実を利用して
ください。各テストの後でクリーンアップを忘れないでください!

アプリケーションに純粋にテストの単純性を考慮したフックメソッドを追加
することも許容可能です。例えば、通常は datetime 属性を「今」にセットする
コードで、 datetime.now() を直接呼ぶのではなく、モジュールスコープの
関数を使用するように調整を加えることができます。その後、テストはその
関数を既知の値を返す関数に置き替えることができます (ただし、テストが実行
された後でオリジナル版に戻す必要があります)。




ガイドライン: 依存的契約を明確化するために、モックオブジェクトを使用してください

AUT が依存する契約を可能な限り単純に維持することは、 AUT を書きやすくして、
また変更に対する弾力性を高めます。そのような契約の可能な限り単純な実装
だけを提供するモックオブジェクトを書くことで、AUT が「依存性の劣化
(dependency creep)」を起こさないようにします。

例えば、リレーショナルアプリケーションでは、アプリケーションによって
使用される SQL クエリは、キーワードパラメータを取って辞書のリストを返す
ダミー実装としてモック化することができます:


	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10

	class DummySQL:

    def __init__(self, results):
        # results should be a list of lists of dictionaries
        self.called_with = []
        self.results = results

    def __call__(self, **kw):
        self.called_with.append(kw.copy())
        return results.pop(0)










依存している契約を単純に保つ (この場合、 SQL オブジェクトが列当たり一つの
マッピングをリストにして返す) ことに加えて、モックオブジェクトは、
それが AUT によってどのように使われるかを簡単にテストできるようにします:


	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

	class FooTest(unittest.TestCase):

   def test_barflies_returns_names_from_SQL(self):
       from foo.sqlregistry import registerSQL
       RESULTS = [[{'name': 'Chuck', 'drink': 'Guiness'},
                   {'name': 'Bob', 'drink': 'Knob Creek'},
                  ]]
       query = DummySQL(RESULTS[:])
       registerSQL('list_barflies', query)
       foo = self._makeOne('Dog and Whistle')

       names = foo.barflies()

       self.assertEqual(len(names), len(RESULTS))
       self.failUnless('NAME1' in names)
       self.failUnless('NAME2' in names)

       self.assertEqual(query.called_with, [{'bar': 'Dog and Whistle'}])













ルール: テストモジュール間で fixture を共有しない

ここでの誘惑は、モックオブジェクトや fixture コードを別のテストモジュール
から借りてくることでタイプ数を節約しようとすることです。一旦そのようなことを
許してしまうと、やがてそのような「汎用的な」 fixture を共有モジュールに
移動しようとする人が現れます。

これを禁止する根拠は、単純性です: 単体テストでは、 AUT をできるだけ明白で
単純なまま使うことが必要です。


	それらが同じモジュールの中にないため。共有のモックオブジェクトや
fixture は読者に検索の負担を課します。




	それらが多数のクライアントによって使用される API をサポートしなければ
ならないため。共有の fixture は1つのクライアントによってのみ必要と
される API / データ構造を拡大する傾向があります: ひどい場合には、
置き換えようとするアプリケーションと同じくらい複雑になります!



場合によっては、同じモジュール / クラス内のテストケースメソッド (TCM) の
中でさえ fixture を共有しないようにするほうがクリーンかもしれません。




結論

これらのルールとガイドラインに従うテストは次の特性を持ちます:


	そのようなテストは直裁的に書くことができます。

	そのようなテストは AUT の優れたカバレージを生みます。

	予測可能なフィードバック (例えば通過したテストに対してドットのリストが
増え続けるなど) によって、開発者にもメリットがあります。

	テストが素早く実行され、そのためテストを頻繁に行うように開発者を促します。

	予期された失敗は、不足している / 不完全な実装を確認します。

	予期しない失敗は、簡単に分析して修正することができます。

	退行テストとして使用された場合、失敗は退行の正確な原因を知る助けになります
(例えば変更された契約、あるいは指定されていない制約)。

	そのようなテストを書くことは、テストしているコードの契約に加えてその
コードの依存性に関する思考を明確化します。
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機能の追加とバグの取り扱い

残念ながら、完全なコードというものはありません。バグが見つかることも
あれば、新しい機能が必要とされることもあります。バグを報告する場合、
できるだけ完全で、追加の詳細を含んでいることは大きな改善を生みます。
バグを直そうとしたり、足りない機能を提案しようとすることを躊躇する
必要はありません。


バグの報告

Pylons プロジェクトのパッケージに関するバグは、 GitHub [http://github.com/] 上の個別の課題
トラッカーに報告してください。最初に、バグ報告についてのいくつかの
一般的なガイドラインです。


1) GitHub アカウントを作る

バグを報告したり、報告したバグに関してやり取りするために、 GitHub
アカウントを作成する [https://github.com/signup/free] 必要があるでしょう。




2) 報告しようとしたバグが本当にバグかどうか確認する

以下のような場合、バグを登録すべきではありません:


	機能やアイデアの提案: 機能やアイデアの提案 に載せられたポリシーに
従ってください。

	サポートの要請: サポートを要請する様々な方法があります。
メーリングリスト [http://groups.google.com/group/pylons-devel] 、
Stackoverflow [http://stackoverflow.com/questions/tagged/pylons] 、
あるいは FreeNode [http://freenode.net/] の #pylons IRC です。






3) バグがすでに報告されていないかどうか確認する

GitHub [http://github.com/] 上の適切な課題トラッカーを検索してください (下記の
課題トラッカー を参照)。あなたのバグと似たようなバグが見つかった
場合、開発者がそのバグを修正する手助けをするために新しい情報を報告
できないかチェックしてください。




4) バグに関する情報を集める

バグを直せる可能性を最大化するために、そのバグを引き起こした条件を容易
に再現できる必要があります。通常この情報は Python のトレースバック
メッセージから得ることができますが、いくつかのバグは設計上のものや
スペリング、あるいはウェブサイト/ドキュメント/コード上の他の誤りである
場合もあります。

エラーが Python トレースバックから生じた場合 (Python トレースバックの例 [http://pastebin.com/TyaPKpt9] を参照)、登録しようとするバグレポートに
それを含めてください。さらに、あなたがどのプラットフォームで実行して
いるか (Windows, OSX, Linux) 、そして (CPython ではない場合) どの
Python インタープリタで実行しているか (例えば Jython, Google App Engine)
を知らせる必要があるでしょう。




5) バグを登録する

デフォルトでは、 GitHub [http://github.com/] はあなたのバグに対して新しいコメントが付けられた
ときにはそれを知らせるためにメールを送ります。この機能をオフにしている
場合は、バグを直そうとした開発者からの質問を見逃さないように、時々確認
するようにしてください。






課題トラッカー

バグは GitHub [http://github.com/] の課題トラッカー上に報告され追跡されます。 Pylons
プロジェクトはそれぞれ固有の課題トラッカーを持っています:


	pyramid 課題トラッカー [https://github.com/Pylons/pyramid/issues]

	pyramid_beaker 課題トラッカー [https://github.com/Pylons/pyramid_beaker/issues]

	pyramid_xmlrpc 課題トラッカー [https://github.com/Pylons/pyramid_xmlrpc/issues]

	pyramid_jinja2 課題トラッカー [https://github.com/Pylons/pyramid_jinja2/issues]

	Pylons プロジェクト課題トラッカー [https://github.com/Pylons/pylonshq/issues]
(pylonshq.com/pylonsproject.org ウェブサイトに関するすべてのバグはここに報告してください)






コード上での作業

Pylons プロジェクトによって管理されているパッケージに対してバグを直したり
機能を加えるために、 GitHub [http://github.com/] 上のアカウントが必要です。すべての
Pylons プロジェクトのパッケージは github 上の Pylons organization [http://github.com/Pylons] にあります。

新機能やバグ修正を貢献する一般的なやり方は、問題となっている パッケージを
fork [http://help.github.com/forking/] して、そこに変更を加えることです。
次に pull request [http://help.github.com/pull-requests/] を
送ってください。これによって、開発者がパッチをレビューして、それらを
受け入れるか、あるいは変更セットが受け入れられる前に対処すべきことについて
コメントすることが可能になります。




機能やアイデアの提案

単なる修正や通常のバグレポートでないアイデアを提案する場合、それを行う
最良の場所は Pylons-Devel メーリングリスト [http://groups.google.com/group/pylons-devel] です。他の適切な場所は
FreeNode [http://freenode.net/] 上の #pylons IRC です。
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Pyramid アドオンと開発環境のガイドライン

Pylons プロジェクトの一部になろうとするすべてのパッケージにとっての
“100% テストカバレージ, 100% ドキュメンテーション” 要件に加えて、
Pyramid アドオンと「開発環境」を作成するための、より特殊ないくつかの
ガイドラインがあります。 Pylons プロジェクトウェブサイト上の Pyramid
アドオン [http://docs.pylonsproject.jp/en/latest/docs/pyramid.html#id5]
あるいは 開発環境 [http://docs.pylonsproject.jp/en/latest/docs/pyramid.html#id7]
のセクションにあなたのアドオンを含めたいと考えるなら、これらのガイドラインを
厳守すべきです。

「アドオン」とは Pyramid 自体に依存するパッケージです。あなたの
アドオンが Pyramid に依存しない場合、それはアドオンではありません
(それは単なるライブラリです)。そして、それはアドオンページには掲載
されないでしょう。

異なるパッケージの種類が存在します。それは単なるアドオンではなく、通常
「Paster テンプレート」の形で実現する主張を含んでいます。それは、その
主張の集合を好むユーザの代わりに、ローカルにカスタマイズされた Pyramid
アプリケーションをセットアップします。これらは「開発環境」と呼ばれます。

以下では、良いアドオンの作り方と良い開発環境の作り方について話します。


アドオンの投稿

Pyramid は、誰でもアドオンを共有できるリポジトリを提供しています。

コミュニティドキュメント [https://github.com/pyramid-collective/pyramid-collective.github.com]
(英語) を参照してください。




良いアドオンの作り方

アドオンパッケージは pyramid_foo のような名前にすべきです。ここで
foo はパッケージの機能についての説明です。例えば
pyramid_mailer はメールサービスを提供する何かに対する素晴らしい名前
です。希望する名前が既に使われている場合は別の名前を考えてみてください。
例えば pyramid_mailout です。パッケージの機能について1単語で簡潔に
記述できないか、希望する名前が既に使われていて、機能と関係する別名に
ついて考えつかない場合は、コード名を使用してください (例えば
pyramid_postoffice)。

あなたのパッケージが「設定」機能を提供している場合、設定を行う独自の
フレームワークを作成する誘惑にかられるでしょう:

class MyConfigurationExtender(object):
    def __init__(self, config):
        self.config = config

    def doit(self, a, b):
        self.config.somedirective(a, b)

extender = MyConfigurationExtender(config)
extender.doit(1, 2)





そうする代わりに、
http://docs.pylonsproject.jp/projects/pyramid-doc-ja/en/latest/narr/extconfig.html#add-directive
で文書化されるように configurator の add_directive メソッドを使用し
てください。

def doit(config, a, b):
    config.somedirective(a, b)

config.add_directive('doit', doit)





あなたのアドオンが何らかのデフォルトの振る舞いを提供したい場合、
アドオンの __init__.py の中で includeme メソッドを提供してください。
そうすれば、 config.include('pyramid_foo') はそれを探し出します。
外部ソースからの設定インクルード [http://docs.pylonsproject.jp/projects/pyramid-doc-ja/en/latest/narr/advconfig.html#including-configuration]
を参照してください。




良い開発環境の作り方

Pyramid コードベース上に高レベルのフレームワークを作成していて、それが
「テンプレート」コード (paster create -t foo を通してユーザによって
生成されるスケルトンコード) を含む場合、他の「開発環境」パッケージとの
統一性のために、いくつかのガイドラインを以下に提示します。


	その名前は pyramid_ 接頭辞を付けるべきではありません。例えば、
pyramid_foo の代わりに単に foo と命名すべきです。
pryamid_ 接頭辞は Pyramid に特定の機能を追加するアドオンに対して
使用されるのが適切で、それ自身の「主張」を持った個別のフレームワークの
基礎として単に Pyramid を使用するコードに対してではありません。




	paster create によって生成されたどんなアプリケーションであっても、
開始するためにその後で paster serve development.ini を実行することが
できるべきです。




	development.ini では、 pyramid_debugtoolbar パッケージが
有効化されているべきです。




	development.ini とよく似た、しかし pyramid_debugtoolbar を
インクルードしない production.ini ファイルが存在しているべきです。




	production.ini と development.ini の両方の [server:main]
セクションは、ポート 6543 上で paste.httpserver を開始すべきです:

[server:main]
use = egg:Paste#http
host = 0.0.0.0
port = 6543








	development.ini と production.ini は logging を設定すべきです
(既存のいずれかのテンプレートを参照)。




	paster create によって生成されたアプリケーションで、 paster
pshell development.ini を使用して対話型シェルを起動できるべきです。




	開始/設定コードは、生成されたテンプレートの主なパッケージの
__init__.py の中の main という名の関数に置かれるべきです。
この関数はテンプレートの setup.py の中の
paster.app_factory セクション内からリンクされるべきです。次のように:

entry_points = """\
[paste.app_factory]
main = {{package}}:main
"""





これは、ユーザが次のパターン (特に use = egg:{{project}}) を使用
できるようにします:

[app:{{project}}]
use = egg:{{project}}
reload_templates = true
.. other config ..








	WSGI ミドルウェアの設定は main 関数内の命令的なコードにインラインで
埋め込まれるべきではありません。代わりに、ミドルウェアは設定ファイル中の
[pipeline:main] セクション内で設定されるべきです。例えば:

[pipeline:main]
pipeline =
    egg:WebError#evalerror
    tm
    {{project}}
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Pyramid Denials

A number of parties have promulgated a certain amount of misinformation
regarding the Pyramid project. We would like to officially put to rest
some of the wild rumors and extravagant myths that have been circulating in
board rooms and chat rooms around the world.


	Pyramid is not built by aliens.

	These aliens are not telepathic.  They do not look like human babies.

	Pyramid was not conceived from inside of a pyramid.

	The pyramid is not black.  It does not shoot a beam of light out of its top.

	That beam of light is not a communications link to a more massive black
pyramid that is orbiting the earth.

	This space pyramid, as it were, does not use light bending technology to
make itself invisible.

	The Pyramid developers are not members of a shadow government.

	Neither are they performing experiments on the dark side of the moon, where
they can work unobserved.

	The Pyramid developers do not worship an ancient crocodile god.

	The source code for Pyramid is not over 5,000 years old.

	The source code for Pyramid was not discovered carved into stone tablets
in the Karnak temple complex.  It was not translated to Python from
hieroglyphs.

	The Pyramid developers do not have a giant, magic eye they use to spy on
their enemies.



We hope that these denials are sufficient to put to rest some of the wild
speculation that has been circulating about the Pyramid project.  We’re not
sure where people get such wild ideas.  We hope that people will refrain from
spreading such slanderous lies in the future.
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Pylons RTD is a project that serves as a home to maintain Pylons Project
documentation on http://readthedocs.org.
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Pyramid Quick Tutorial


This tutorial was renamed to
pyramid single file tasks tutorial [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid_tutorials/en/latest/single_file_tasks/single_file_tasks.html]
and is now available under pyramid tutorials [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid_tutorials/en/latest/]
projects.
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Glossary



		Pylons Project


		The main Pylons Project website


		Pyramid


		A web framework [http://docs.pylonsproject.org/projects/pyramid/dev/] under
the Pylons Project.
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